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研究成果の概要：本研究の目的は 
１）インフルエンザ脳症・脳炎が発症する機序を解明し、脳症・脳炎そのものの発症予防を行

う、 
２）髄液を用いた検査で重症の脳症・脳炎とそれ以外の熱性のけいれんを迅速に且つ簡便に鑑

別できるようになる、である。 
プロテインチップ法を用いて候補を決定し、候補蛋白質の分離・同定を行い、①蛋白の精製の

ために精製条件の決定、②蛋白の精製、③MS/MS を用いたペプチドマッピングによる蛋白質

の同定が終了した。VGF ペプチドが目的のペプチドであることがわかった。    
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研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：内科系臨床医学・小児科学 
キーワード：①インフルエンザ②脳症・脳炎③脳脊髄液 ④プロテオミクス ⑤プロテインチッ
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１．研究開始当初の背景 
小児科医にとってインフルエンザには小児
急性壊死性脳症といわれる脳症・脳炎が合併
することがあり、その致死率、神経学的後遺
症を残す率の高さから大きな社会問題にな
っている。実地医家にとって、痙攣で搬送さ
れたインフルエンザ患児がインフルエンザ
脳症・脳炎によって痙攣を起こしているのか、
単にインフルエンザによる発熱に伴った熱

性痙攣なのかの鑑別は、臨床的に非常に重要
であるにもかかわらず、決定的な鑑別方法は
確立していない。われわれはインフルエンザ
脳症・脳炎の発症のメカニズムを解明し、イ
ンフルエンザ脳症・脳炎を熱性痙攣と鑑別す
る方法を開発するため、髄液に焦点を絞り研
究を開始した 
 
 



２．研究の目的 
本研究の目的は 
１）インフルエンザ脳症・脳炎が発症する機
序を解明し、脳症・脳炎そのものの発症予防
を行う、 
２）髄液を用いた検査で重症の脳症・脳炎と
それ以外の熱性のけいれんを迅速に且つ簡
便に鑑別できるようになる、である。 
 
３．研究の方法 
プロテインチップ法を用いて候補となる蛋
白質を決定し、その蛋白の分離・同定を行う。 
 
４．研究成果 
VGF ペプチドの断片が目的のペプチドである
ことがわかった。この断片ペプチドはパーキ
ンソン病などでもマーカー蛋白として報告
されていた。  
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